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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和3年3月11日(2021.3.11)

【公開番号】特開2021-9354(P2021-9354A)
【公開日】令和3年1月28日(2021.1.28)
【年通号数】公開・登録公報2021-004
【出願番号】特願2020-78355(P2020-78355)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/02     (2006.01)
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2016.01)
   Ｇ０２Ｂ   3/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/18     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13357  (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ   7/023    (2019.01)
   Ｆ２１Ｙ 115/10     (2016.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    5/02     　　　Ｄ
   Ｆ２１Ｓ    2/00     ４８１　
   Ｇ０２Ｂ    5/02     　　　Ｃ
   Ｇ０２Ｂ    3/00     　　　Ａ
   Ｇ０２Ｂ    5/18     　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/13357  　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/1335   　　　　
   Ｂ３２Ｂ    7/023    　　　　
   Ｆ２１Ｙ  115:10     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年1月12日(2021.1.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１層と、第２層とをこの順で有する拡散部材であって、
　前記第１層は、光透過性および光拡散性を有し、
　前記第２層は、前記第２層の前記第１層側の面に対する光の入射角の絶対値が小さくな
るにつれて反射率が大きくなり、前記第２層の前記第１層側の面に対する光の入射角の絶
対値が大きくなるにつれて透過率が大きくなる、拡散部材。
【請求項２】
　前記第１層は、透過型回折格子またはマイクロレンズアレイである、請求項１に記載の
拡散部材。
【請求項３】
　前記第２層の一方の面に直接あるいは接着層または粘着層を介して前記第１層が配置さ
れている、請求項１または請求項２に記載の拡散部材。
【請求項４】
　前記第２層の一方の面にパターン状の前記第１層が配置されている、請求項１から請求
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項３までのいずれかの請求項に記載の拡散部材。
【請求項５】
　前記第２層の一方の面に空隙部を介して前記第１層が配置されている、請求項１または
請求項２に記載の拡散部材。
【請求項６】
　透過型回折格子と、誘電体多層膜とを有する、拡散部材であって、
　前記透過型回折格子は、光源からの光を透過回折し、光軸中心に出射される透過回折光
の強度と比較して、周辺部に出射される透過回折光の強度の方が強い環状の強度分布で透
過回折光を出射する透過型回折格子である、拡散部材。
【請求項７】
　前記環状の強度分布において、前記透過回折光の強度が最大となる方向と、前記透過型
回折格子の法線方向とのなす角度が、３０°以上、７５°以下である、請求項６に記載の
拡散部材。
【請求項８】
　前記透過型回折格子は、レリーフ型回折格子である、請求項６または請求項７に記載の
拡散部材。
【請求項９】
　前記透過型回折格子は、マルチレベル回折格子である、請求項６から請求項８までのい
ずれかの請求項に記載の拡散部材。
【請求項１０】
　前記透過型回折格子のピッチが、５０μｍ以上、２００μｍ以下である、請求項６から
請求項９までのいずれかの請求項に記載の拡散部材。
【請求項１１】
　前記誘電体多層膜の一方の面に接着層または粘着層を介して前記透過型回折格子が配置
されている、請求項６から請求項１０までのいずれかの請求項に記載の拡散部材。
【請求項１２】
　前記誘電体多層膜の一方の面に空隙部を介して前記透過型回折格子が配置されている、
請求項６から請求項１０までのいずれかの請求項に記載の拡散部材。
【請求項１３】
　前記誘電体多層膜の一方の面に前記透過型回折格子が直接配置されている、請求項６か
ら請求項１０までのいずれかの請求項に記載の拡散部材。
【請求項１４】
　請求項１から請求項５までのいずれかの請求項に記載の拡散部材と、
　前記拡散部材の第１層側の面側に配置され、ＬＥＤ素子を封止するために用いられる封
止材シートと、
　を備え、
　前記封止材シートは、熱可塑性樹脂を含有する封止材組成物から構成される、積層体。
【請求項１５】
　請求項６から請求項１３までのいずれかの請求項に記載の拡散部材と、
　前記拡散部材の透過型回折格子側の面側に配置され、ＬＥＤ素子を封止するために用い
られる封止材シートと、
　を備え、
　前記封止材シートは、熱可塑性樹脂を含有する封止材組成物から構成される、積層体。
【請求項１６】
　前記熱可塑性樹脂は、オレフィン系樹脂である、請求項１４または請求項１５に記載の
積層体。
【請求項１７】
　第１層と、ＬＥＤ素子を封止するために用いられる封止材シートとを有する第１部材、
および、
　第２層を有し、前記第１部材の前記第１層側の面に空隙部を介して配置されて用いられ
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る第２部材
　を備え、
　前記第１層は、光透過性および光拡散性を有し、
　前記第２層は、前記第２層の前記第１層側の面に対する光の入射角の絶対値が小さくな
るにつれて反射率が大きくなり、前記第２層の前記第１層側の面に対する光の入射角の絶
対値が大きくなるにつれて透過率が大きくなり、
　前記封止材シートは、熱可塑性樹脂を含有する封止材組成物から構成される、拡散部材
のセット。
【請求項１８】
　前記第１層は、透過型回折格子またはマイクロレンズアレイである、請求項１７に記載
の拡散部材のセット。
【請求項１９】
　支持基板の一方の面側に複数のＬＥＤ素子が配置されたＬＥＤ基板と、
　前記ＬＥＤ基板の前記ＬＥＤ素子側の面側に配置され、前記ＬＥＤ基板側から順に第１
層および第２層を有する拡散部材と、
　を備え、
　前記第１層は、光透過性および光拡散性を有し、
　前記第２層は、前記第２層の前記第１層側の面に対する光の入射角の絶対値が小さくな
るにつれて反射率が大きくなり、前記第２層の前記第１層側の面に対する光の入射角の絶
対値が大きくなるにつれて透過率が大きくなる、ＬＥＤバックライト。
【請求項２０】
　前記第１層は、透過型回折格子またはマイクロレンズアレイである、請求項１９に記載
のＬＥＤバックライト。
【請求項２１】
　支持基板の一方の面側に複数のＬＥＤ素子が配置されたＬＥＤ基板と、
　前記ＬＥＤ基板の前記ＬＥＤ素子側の面側に配置された拡散部材と、
　を備え、
　前記拡散部材は、前記ＬＥＤ基板側から順に、透過型回折格子と、誘電体多層膜とを有
し、
　前記透過型回折格子は、光源からの光を透過回折し、光軸中心に出射される透過回折光
の強度と比較して、周辺部に出射される透過回折光の強度の方が強い環状の強度分布で透
過回折光を出射する透過型回折格子である、ＬＥＤバックライト。
【請求項２２】
　前記ＬＥＤ基板と前記拡散部材との間に、前記ＬＥＤ素子を封止する封止部材が配置さ
れている、請求項１９から請求項２１までのいずれかの請求項に記載のＬＥＤバックライ
ト。
【請求項２３】
　前記封止部材は、熱可塑性樹脂を含有する、請求項２２に記載のＬＥＤバックライト。
【請求項２４】
　前記熱可塑性樹脂は、オレフィン系樹脂である、請求項２３に記載のＬＥＤバックライ
ト。
【請求項２５】
　表示パネルと、
　前記表示パネルの背面に配置された請求項１９から請求項２４までのいずれかの請求項
に記載のＬＥＤバックライトと、
　を備える表示装置。
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